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訪
れ
て
い
ま
す
！

訪
れ
て
い
ま
す
！

訪
れ
て
い
ま
す
！   

モ
モ
の
花
も
散
り
、
新
緑
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
晴
れ
た
日
に
は
外
出
し
た
く
な
る
陽
気
で
、
上
条
を

訪
れ
る
人
の
数
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

文
化
財
課
で
五
月
に
上
条
を
案
内
し
た
団
体
が
五
つ
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
数
団
体
の
見
学
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
五
月
だ
け
で
十
団
体
近
く
の
見
学

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
周
辺
の
除
草
な
ど
皆
様
の

ご
配
慮
や
お
も
て
な
し
の
心
が
訪
れ
る
方
々
に
伝
わ
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
重
伝
建
の
選
定
を
受
け
て
も
う

す
ぐ
一
年
が
経
ち
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

今
号
で
は
、
第
七
回
目
の
上
条
集
落
見
学
会
の
様
子
を

中
心
に
上
条
を
ご
案
内
し
た
団
体
の
見
学
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

第
七
回
上
条
集
落
見
学
会
を
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開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た   

 

五
月
二
十
二
日
（
日
）
に
第
七
回
目
の
上
条
集
落
見
学
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
五
月
か
ら
二
ヶ
月
に
一
回
の

ペ
ー
ス
で
見
学
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き

開
催
し
ま
す
。 

 

今
回
は
、
眺
望
点
へ
の
登
山
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
市
内

外
よ
り
十
一
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
み
な
さ
ん
無
事
に
下
山
し
ま
し
た
。 

一
、
福
蔵
院
を
出
発 

 

八
時
半
に
福
蔵
院
に
集
合
し
、
福
蔵
院
を
参
拝
。
寺
の
歴

史
の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
登
山
の
安
全
祈
願
の
お
祓
い
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

          
 二

、
眺
望
点
へ
向
け
登
山
開
始
！ 

 

福
蔵
院
を
後
に
、
徒
歩
で

登
山
口
へ
。
登
り
始
め
の
急

傾
斜
を
注
意
し
な
が
ら
登
り

ま
す
。
休
憩
ポ
イ
ン
ト
で
垣

間
見
え
る
上
条
と
甲
府
盆
地

の
風
景
。
期
待
に
胸
膨
ら
ま

せ
て
さ
ら
に
登
り
ま
す
。 

 

②眺望ポイントに近づいてきた！ 

③頂上を目指しさらに登る ①登り始めの急傾斜 

観音堂前の桜が今年も 
きれいに咲きました！ 

上条報告が今号より７年

目に突入しました！ 

今後とも皆様に有意義な

情報や見学者の声をお伝

えできるよう頑張りま

す。どうぞよろしくお願

い致します。 



五
月
の
で
き
ご
と

五
月
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と

五
月
の
で
き
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【
国
交
省
・
文
化
庁
・
農
水
省
の
市
内
視
察
】

【
国
交
省
・
文
化
庁
・
農
水
省
の
市
内
視
察
】

【
国
交
省
・
文
化
庁
・
農
水
省
の
市
内
視
察
】   

 

五
月
十
一
日
（
水
）
に
三
省
庁
の
担
当
官
が
甲
州
市
内
を

視
察
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
文
化
財
課
で
今
年
度
の
認
定
を

目
指
し
て
い
る
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
「
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
」
策
定
に
伴
う
現
地
調
査
で
、
甘
草
屋
敷

や
大
善
寺
、
景
徳
院
、
上
条
な
ど
市
内
各
所
を
視
察
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 

 

お
知
ら
せ  

 

※
申
込
み
・
文
化
財
課
ま
で 

（
☎ 

三
二-

五
〇
七
六
） 

第
四
回 

歴
史
的
風
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散
策

第
四
回 

歴
史
的
風
致
散
策

第
四
回 

歴
史
的
風
致
散
策   
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院
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六
月
十
九
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
四
時
こ
ろ 

 
 

集
合
場
所 

 

甲
州
市
役
所 

 
 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

 
 

※
公
共
交
通
機
関
で
移
動
（
個
人
負
担
８
４
０
円
） 

三
、
眺
望
ポ
イ
ン
ト
に
到
着 

 
福
蔵
院
を
出
発
し
て
約
二
時
間
で
到
着
し
ま
し
た
。
下
界

は
三
十
度
に
迫
る
気
温
で
し
た
が
、
頂
上
は
さ
わ
や
か
な
風

が
吹
き
、
体
の

疲
れ
も
吹
き
飛

ば
し
て
く
れ
る

よ
う
で
し
た
。

新
緑
の
上
条
集

落
と
ニ
子
山
、

そ
の
奥
に
広
が

る
甲
府
盆
地
、

塩
の
山
が
半
分

く
ら
い
見
え
て

ま
す
ね
。
天
候

に
恵
ま
れ
、
素

晴
ら
し
い
風
景

を
参
加
者
の
皆

様
に
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

四
、
下
山 

 

下
山
す
る
ま
で
が
登
山
で
す
。
気
を
抜
か
ず
無
事
に
下

山
。
情
報
館
で
昼
食
を
と
り
、
福
蔵
院
ま
で
の
帰
路
に
観
音

堂
、
金
井
加
里
神
社
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
午
後
二
時
頃

の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

【
史
跡
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー
が
上
条
で
開
催
】
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史
跡
文
化
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が
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で
開
催
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【
史
跡
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー
が
上
条
で
開
催
】   

 

五
月
十
五
日
（
日
）
に
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
が
主
催

す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
上
条
集
落
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
十

名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
、
上
条
集
落
を
ご
案
内
し
ま
し

た
。
歴
史
に
ご
興
味
の
あ
る
方
が
多
く
、
説
明
を
熱
心
に

聞
き
、
質
問
す
る
光
景
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
午
前
中
の
半

日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
上
条
集
落
の
景
観
や
そ
の
歴
史

に
触
れ
る
機
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

【
山
梨
こ
と
ぶ
き
歓
学
院
の
見
学
】

【
山
梨
こ
と
ぶ
き
歓
学
院
の
見
学
】

【
山
梨
こ
と
ぶ
き
歓
学
院
の
見
学
】   

 

五
月
十
七
日
（
火
）
に
こ
と
ぶ
き
歓
学
院
の
皆
様
が
上

条
の
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 


